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1. 長寿命化修繕計画の目的 

(1) 背景 

紫波町が管理する橋長 2.0m 以上の橋梁は、2024 年現在 309 橋で、これらのう

ち、橋長 15ｍ以上が 45橋、橋長 15m 未満が 264 橋あります。 

建設後 50年を経過する橋は、2024 年時点では 61橋ですが、20年後の 2044 年

には、257 橋に達することとなり、橋梁の高齢化が急速に進行していきます。（図

－1.1、1.2 を参照。） 

これらの橋梁に対して、従来の対症療法型（以後、事後保全と記す。）の維持 

管理を続けた場合、老朽化による架け替えが生じ、莫大な費用や通行制限による 

社会への影響が懸念されます。 

 

(2) 目的 

限られた財源の中で既設橋梁を効率的に維持管理していくためには、これまで

の事後保全型から“損傷が小さいうちから計画的に補修を行う”予防保全型およ

び機能保全維持型へ転換を図り、効率的な投資によって良好な道路ネットワーク

を構築するための計画を立てる必要があります。 

そこで、紫波町では、将来的な財政負担の低減及び道路交通の安全性の確保を

目的として、橋梁長寿命化修繕計画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架設後50年以上

架設後50年未満

図－1.2 老朽化橋梁の推移 

図－1.1 架設年別の内訳 
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2. 長寿命化修繕計画の対象橋梁 

橋梁長寿命化修繕計画の対象橋梁数を表－1、対象橋梁名を表－2.1～2.6（巻末) 

   に示します。 

 

 

    橋長 15m 以上 橋長 15m 未満 合計 

   全管理橋梁数 45 橋  264 橋  309 橋  

   うち 点検済み橋梁 45 橋  264 橋  309 橋  

   うち 計画の対象橋梁 45 橋  264 橋  309 橋  

   うち R 4 年度計画対象橋梁数 45 橋  265 橋  310 橋  

   うち H23 年度計画策定橋梁数 45 橋  0 橋  45 橋  

○ 今回長寿命化修繕計画の対象：管理橋梁 309 橋注） 

（注：架け替え予定の橋を含

む） 

 ※新規で認定及び認定廃止した橋梁がある場合は、数量の変更があるものとする。 

 

表－1 橋梁長寿命化修繕計画対象橋梁 
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3. 健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針 

(1) 健全度の把握の基本的な方針 

橋梁の健全度の把握は、5年に 1回の点検によるものとし、その点検方法につ

いては、「岩手県道路橋定期点検要領」に基づいて、点検結果を記録します。 

また、同要領の点検項目の以外の「PC 定着部」、「鋼製の基礎」、「伸縮装置後

打ちコンクリート」、「橋台背面アプローチ部の舗装」などについても補修対象と

なりうるため、追加して記録します。 

 

(2) 日常的な維持管理に関する基本的な方針 

・通常パトロール 

日常的な維持管理として、損傷の早期発見を図るために、道路パトロールカー

からの目視を主体とした通常パトロールを実施します。通常パトロールでは、 

路面の損傷、地覆・防護柵の損傷、排水施設の不具合等について確認し、必要に

応じて修繕工事を実施します。 

 

・定期パトロール 

5 年ごとの定期点検において、著しい損傷が確認された橋梁については、半年

に１回を目安として、重点的に損傷の進行具合を目視により確認します。確認結

果は、写真データとして記録し、前回の写真と比較を行い、損傷の進行が認めら

れた場合は応急対策を講じます。 

 

・異常時パトロール 

地震、台風、大雨などによる自然災害時及び異常気象発生時に交通安全の確

保、第三者被害の防止、構造安全性の確保を目的として異常時点検を実施しま

す。 
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4. 対象橋梁の長寿命化および修繕・架け替えに係る費用の縮減に関する基本方針 

損傷が深刻になってから大規模な修繕を実施する「事後保全型」から、定期的

な点検で早期に損傷を発見し軽微な段階で修繕を行う「予防保全型」への転換を

図り、長寿命化及び修繕・架け替えに係る費用を縮減します。 

また、計画的な修繕を実施することで各年度の事業費が大幅に増加しないよう

予算の平準化を図ります。 

 

【新技術等の活用と令和 10 年度までの短期的な数値目標】 

新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）や橋梁・トンネル点検支援技術性能カ

タログなどを参考に、新技術の活用の検討を行うとともに、費用の縮減や事業の

効率化等の効果が見込まれる新技術等を活用することを目標とします。 

法定点検においては、高橋脚を有する道路橋 3橋に対して、ロープアクセス等

の従来の方法に代わりドローン等の新技術を活用することで、令和 10 年度まで

の３巡目点検では、約 326 千円のコスト縮減を目指します。 

 

 

  ≪橋梁写真≫ 

    

   

   

   

   

    

   3325 柳沢橋 

 

 

 

    3326 山王海大橋 

 



6 

 

 

3255 藤倉橋 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  集約・撤去に関する基本方針 

管理する橋梁について、機能縮小、複数施設の集約化などの検討を行い、点検・

修繕・更新等に係る中長期的な費用の縮減を行い、維持管理のさらなる高度化、効

率化を目指します。  

 

  【令和 16 年度までの短期的な数値目標】 

     交通量、施設の利用状況、橋梁の損傷状況や劣化の進行性を考慮し、令和 16 年度

までに小規模な橋梁のうち、2 橋の集約化・撤去を行い、今後 50 年、維持管理を行

う場合と比較して約 72,000 千円のコスト縮減を目指します。 

 

≪橋梁写真≫ 

                

① 3322 舟場橋 

 



7 

 

 

     

② 3277 堤橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 対象橋梁ごとの次回点検時期および修繕内容・時期または架替え時期 

橋梁長寿命化修繕計画に基づく、今後 10 年間の点検時期および修繕内容・時

期を表－3.1～3.8（巻末）に示します。なお、次の橋梁については架け替えが予

定されていますが、橋梁長寿命化修繕計画の対象橋梁として取り扱います。ただ

し、架け替えまで日常的な維持管理を実施するとともに、架け替え後は予防保全

計画の対象橋梁とします。 

 

 

 

≪橋梁写真≫ 

 

 

 

 

 

 

 

・3138 五内川橋 起点側          五内川橋 側面 
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・3037 岡田橋  起点側          岡田橋 側面
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7. 橋梁長寿命化修繕計画による効果 

 (1) コスト縮減効果 

長寿命化修繕計画を策定する 309 橋について、従来の事後保全型で維持管理を行

った場合と長寿命化修繕計画の実施による予防保全型で維持管理を行った場合につ

いて、今後 50年間の事業費を比較しました。 

図－6.1 に示すとおり、従来の事後保全型の 83億円に対して長寿命化修繕計画の

実施による予防保全型は 49 億円となり、34億円のコスト縮減効果が期待できま

す。また、予防保全型の維持管理を行うことにより、橋梁の損傷に起因する通行制

限等が減少し，道路の安全性・信頼性が確保されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 予算の平準化 

    修繕に係わる費用を予測して、投資額を平準化した修繕計画を策定することで、 

厳しい予算制約の中で計画的な修繕が可能となります。 

 

 

図－6.1 今後 50 年間における予防保全型と事後保全型の累積予算比較 

2020 年～2069 年 
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(3) 健全度の向上 

    橋梁点検を定期的に実施し、継続的に橋梁の現状を把握しながら適切な修繕を 

計画的に実施することで橋梁の健全度が確保され、道路網ネットワークの信頼性 

の向上が図れます。 

 

長寿命化修繕計画においては、補修開始から一定期間で E判定の橋梁（損傷が 

著しく、緊急に措置を講ずべき状態の橋）がなくなった以降も E判定の橋梁が発生

することのない予算規模を設定し、予防保全の考え方に基づき、修繕計画を策定 

することとします。 

 

図－6.2、図－6.3 は、それぞれ年間事業費予算 9,900 万円における事後保全的な修

繕と予防保全的な修繕の健全度の推移を示したものです。図中の健全度の数字は、

次のような橋の状態を示しています。 

 

 

健全度 A(5.0～4.0)： 

損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない。 

 

健全度 B(4.0～3.0)： 

状況に応じて補修を行う必要がある。 

 

健全度 C(3.0～2.0)： 

予防保全的の観点から、速やかに補修等を行う必要がある。 

 

健全度 D(2.0～1.0)： 

橋梁構造の安全性の観点から、速やかに補修等を行う必要がある。 

 

健全度 E(1.0～0.0)： 

橋梁の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、 

緊急対応の必要がある。 
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    予防保全的な修繕では、橋の健全度を 2069 年まで「A」に保つことができます

が、事後保全的な修繕では、2031 年から健全度「E」の橋が現れ、2040 年からは

供用 

不可の橋も多数出てきます。50 年後には健全度「C」まで下がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

  1) 計画策定担当部署 

     紫波町 建設部 土木課        電話(代表)  (019) 672-2111 

  2) 意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

岩手大学 理工学部 システム創成工学科社会基盤・環境コース 

教授 大西弘志 

図－6.2 事後保全的な修繕の健全度の推移 

図－6.3 予防保全的な修繕の健全度の推移 
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表－2.1 橋梁長寿命化計画の対象橋梁（その 1） 
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表－2.2 橋梁長寿命化計画の対象橋梁（その 2） 
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表－2.3 橋梁長寿命化計画の対象橋梁（その 3） 
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表－2.4 橋梁長寿命化計画の対象橋梁（その 4） 
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表－2.5 橋梁長寿命化計画の対象橋梁（その 5） 
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表－2.5 橋梁長寿命化計画の対象橋梁（その 6） 
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表－3.1 2020 年から 2029 年までの橋梁長寿命化修繕計画（その 1） 
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表－3. 

2 2020 年から 2029 年までの橋梁長寿命化修繕計画（その 2） 

表－3.3 2020 年から 2029 年までの橋梁長寿命化修繕計画（その 2） 



 

20 

 

 

表－3.3 2020 年から 2029 年までの橋梁長寿命化修繕計画（その 3） 
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表－3.4 2020 年から 2029 年までの橋梁長寿命化修繕計画（その 4） 
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表－3.5 2020 年から 2029 年までの橋梁長寿命化修繕計画（その 5） 
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表－3.6 2020 年から 2029 年までの橋梁長寿命化修繕計画（その 6） 
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表－3.7 2020 年から 2029 年までの橋梁長寿命化修繕計画（その 7） 
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表－3.8 2020 年から 2029 年までの橋梁長寿命化修繕計画（その 8） 

架け替え予定橋梁 

y-yoshida
四角形


